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昨今のソーシャルワーク教育をめぐる困難状況を整理した上で、資格教育を含む現下のソーシャルワー
































































































































































































































































































































＊ 主人と従者（二人編・三人編・広場編）→ 2 人組になり、主人役は従者役の顔から 20‒30 センチ離して手をかざ







＊聞き耳→深呼吸をして身体の力を抜き、目を閉じて 30 秒から 1 分間聞こえる音に集中する。







＊ 背合わせ→背中あわせにペアで床に座り、非言語でおしゃべりやケンカの後、合図や掛け声なしに 2 人で立ちあ
がる。
＊ 振り子→ 3 人一組で、中央にたった一人が振り子のように左右に揺れるのを、残りの 2 人が両脇でしっかり支え
て元に戻す繰り返し。前後バージョンもある。
【コミュニケーションを楽しむ】







＊ ワンタッチオブジェ→参加者を 2 組に分け、表現空間に第 1 グループが入って、何らかのポーズを取る。この時、
必ず誰かのどこかにワンタッチして作る。次に第 2 グループが「嵐」、「花」「川」「火山」などのテーマを与えら







＊ 共同脚本作り→ 5 人一組程度のグループを作り、各自が 2 人の会話を 5 行創作し、最後の 2 行だけ出して次の人
にまわす。次の人はその 2 行だけ読んでさらに 5 行創作、同じく最後の 2 行だけ見せて次の人へ。これを一巡し







＊ 劇・修学旅行→畑澤聖悟による「修学旅行」という戯曲のなかから 2 つのシーンを取り出して、読みあわせ、及
び 5 人一組で半立ちで演じる。（ここまでにやったアクティビティをすべて適用）
【その他】








































































































































































9月 10 日 ( 土 )　導入のワークと、準備セミナー
　　　　　　　　13：10 ～ 16：20（小山）
　　　　　　　　9月 11 日、12 日、13 日（日、月、火）　ドラマの手法による授業
10：00 ～ 17：10（3 日間とも、小山＋正）
　　　　　　　　＊休憩は途中でゲスト講師の指示に従うこと
9月 14 日（水）振り返りのグループワークとシンポ形式の発表










・　分量は 2400 字（A4 版に 40 字×30 行×2ページ＋表紙＝ 3ページ）












































                  体調 
Ⅱ            Ⅰ         残り 13名 
 











































































































た。また、シーン 2 は、個性的な女子 5 人が入り
乱れてやりとりをするシーンなので、それぞれの
気持ちを感じ、自分事として演じることで、本演
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